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１ 開 会 市原：これより令和３年度第３回学校運営協議会を始めます。 
 

２ 内 容 

（１）会長挨拶 
 

今日も盛りだくさんですので、ご協力お願いします。 
 

（２）校長挨拶 
 

  お忙しい中ご出席ありがとうございます。６年生の児童の学校選択のため学校説明会を行わなけ

ればなりません。時間は５５分までになってしまいますが、よろしくお願いします。 
 

（３）学校・生徒の様子について 
 

  ①部活動について（緑川）：年間活動計画をご覧になりながらお聞きください。本校では９０％程

度の生徒が部活動に所属しています。今年はハンドボール部と演劇部が新設になりました。ソフ

トテニス部や陸上部は都大会に出場しています。 

  ②体育大会の改善について（緑川）：密を避けて午前中実施しました。生徒の種目を少し増やしま

した。障害物競走と３年学級選抜リレーです。障害物競走でのハードルの使用方法が課題でした。

熱中症対策も課題になります。 

  ③放課後・夏季休業中の学習教室について（小川）：学運協の皆様にもご協力いただき実施します。

１対１での指導に感謝しています。これからも改善していきたいと思います。 

  生川：緊急事態宣言下でも実施しますか。 

  校長：学びを止めないため実施します。 

  ④校内研究・研修について（小川）：指導と評価の一体化をテーマに研修します。観点が３観点に

なりました。適正な評価をするために１年かけて研究していきます。 

  ⑤学習指導について（小川）：数学と英語は少人数授業を実施しています。数学では習熟度別で、

英語では同じグループ集団を編成し、授業を行っています。知識をどう身に付けるか、どう活用

できるかを考えて指導しています。教科を跨って授業を実施したり、道徳や総合と行事を関連さ

せたりして、各担当が試行錯誤しながら頑張っています。オンライン授業は現在もしもの時の備

えで、授業中で主に活用しています。 

  米倉：観点は減ってしまったのですか。逆に増えるのかと思っていました。 

  校長：保護者の皆様は先日の説明会はご理解いただけましたでしょうか。 

  安樂：読み直さないと難しいです。 

  校長：第３観点の評価が難しいです。 

  博田：高校は新しい試みなので、試行錯誤しながら行います。 

  ⑥学校予算について（鈴江）：年度当初教育予算がいくら配当されるのか不明でした。消耗品の予

算を充実させました。生徒減での削減もありましたので、対応しました。生徒数に応じて、部活

動の予算を確定しました。臨機応変で対応していきます。感染症対策の３００万の予算は消毒以

外ではできるだけ生徒が集団で機器を使用しないように修理等に使用しています。 

  校長：予算は非常に少ないです。 

  杉山：感染症対策の予算の詳細はないのですか。 



  鈴江：後でお持ちします。 

  ⑦学校評価アンケートについて（市原）：今年度は２回実施します。本日か次回の提出をお願いし

ます。 
 

（４）業務管理支援について 
 

杉山：昨年度の教員面接で教員の働き方対策と思います。 

校長：本校では１２０時間程度と土日に部活動に来る時間の分が対象です。 

杉山：これは時間を必要とするものです。具体的に残業時間を削減することを目標に進めた方が

よいと考えます。目標数値を設定した方がよいです。 

校長：道徳の評価を軽減しました。現実は残業しなければ仕事は終わりません。令和５年度から

部活動は外部に委託すると言っているが、実現は厳しいです。 

杉山：現状把握をしたいのですが。 

市原：できます。入った時間と出た時間は保存してあります。 

博田：高校では８０時間を越える教員が対象です。今は部活動がないので、残業している教員は

好きで残っている者です。朝早く来ている教員も対象です。季節でも残業時間は異なります。繰

り返し指導を続けるしかありません。 

杉山：残業時間の削減が目標値でよろしいでしょうか。５％→１５％→２５％のように。 

生川：持ち帰って仕事をすることはないのでしょうか。 

円城寺：単純には家ではできないですよ。 

米倉：会社ではこのようなことはやります。業務の内容が気になります。 

校長：２７日の面談で内容は確認できるとは思います。 

円城寺：先生方に聞きたい内容はありますか。 

生川：業務で大変なことを聞いたらよいと思います。 

円城寺：人数を増やす、仕事を減らすしか方法がないのか。 

杉山：手際が悪いか熱心な方になってしまうのかも。 

博田：時間ばかり追うといいことがないと思います。教員に余裕がなければ子どもに影響が出ま

す。日々悩んでいます。永遠のテーマです。 

米倉：面接までに何を聞くか考えましょう。 
 

３ 次回の日程確認 
 

  ９月２７日（月）１３：３０～１４：３０ 
 

４ 閉 会 


